







A Study on Effects of Expressway in Rural Area 
-A Case Study on Chubu Longitudinal Expressway一
Seiji USAMI， Mei YU and Yoshiaki HONDA 
(Received Aug. 31， 1999) 
In出isstudy， effects of expressway in the rural紅白 arestudied. At first， 
伺 chregion in Chubu-Area is compared by the growth rate of population. Secondly， 
effects by development of interchange are assessed by disαiminant function method. 
Then， as for development effects，出erelationship between three sectors is shown. 
Finally， by the method of Analytic Hierarchy Process， consciousness structure 
analysis is carried out for Chubu Longitudinal Expressway. 
























































図 3ー 1 高速道路と生活圏
表 3・1 地方生活圏ゾーニング 表 3・2二次生活圏ゾーニング
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表 4・1 地方生活圏比較(各指標の伸び率(%)) 表4・3 地方生活圏比較(観光入込み客数の伸び率(%)) 
工業銀造品 í，j、元議~百丁一一
人口




It!l年時点でICあり 5. 1 19. 9 45. 1 26地方生活圃地方生活圃
1915年時点でICあり O. 8 30地方生活圃地方生活圃
19¥年 石川県能量北却能量中館
時点で O. 8 42. 2 37. 0 長野県 長伊北野郵. 志倍摩率地'"上回1915年 京三毎重府県; 時点で ICあり
時19点M年で 石川，. 伊'長t量野，e1志t摩節健本地能峨量上中. -4. 1 長野県・ 図1985年 三重県.
時点で ICあり 東.府北却
ICなし ICなL
地方生活 三京量餌府県 伊南賀創地喝 康紀州地峨
圃 1何年




時点で 6. 1 
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峨阜県 :IR"I茂
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表 4-2 路線別比較(各指標の伸び率(%) 表 4・4 路線別比較(観光入込み客数の伸び率(%)) 
ー一一一 一ー一一一 一‘ー
名19神1高年速時道点路で 5. 6 27. 2 49. 5 峨京滋S賀阜E府県. 東南鶴館大地S域B市圃中鼠地te
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図6・4 自然・社会増減累積 図6-5 青年層人口推移
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•• 農業所得(万円) 工業出荷額(万円) 商業所得(万円)212 1.228 1，865 
242 1，280 1，290 
193 978 947 
168 1，524 1，837 
265 1，326 2，032 
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図6・8 観光客入込み数の県内外の推移 図6・9 観光客入込み数の日帰り・宿泊の推移
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グループ A (24人) グループ B (16人)
中部縦貫自動車道の整備を最優先にする 地様の道路針画を優先させる
平均 最小 最大 平均 最小 最大
中部縦貫 0.657 0.552 0.850 0.372 0.180 0.497 
地均車道路 0.301 0.150 0.448 0.628 0.503 0.820 
レベル1 生活後能 0.377 0.055 0.649 0.392 0.097 
文化・産業縫能 0.299 0.062 0.648 0.178 0.063 0.778 
安全・環境繊能 0.282 0.072 0.808 0.431 0.111 0.785 
レ")L-2 第1次活動 0.130 0.008 0.460 0.178 0.009 0.393 
第2次活動 0.148 0.008 0.471 0.129 0.020 0.383 
第3次活動 0.099 0.008 0.382 0.085 0.014 0.401 
資源 0.068 0.016 0.164 0.055 0.008 0.109 
創造 0.116 0.005 0.474 0.044 0.011 0.144 
受発信 0.115 0.010 0.288 0.079 0.090 0.551 
安全 0.176 0.016 0.568 0.224 0.030 0.707 
環境 0.106 0.015 0.674 0.207 0.028 0.554 
レベル3 住む 0.090 0.006 0.402 0.134 0.006 0.341 
食べる 0.040 0.001 0.321 0.043 0.002 0.114 
働く 0.059 0.001 0.216 0.049 0.003 0.125 
学ぶ 0.025 0.002 0.113 0.025 0.002 0.074 
買う 0.028 0.001 0.180 0.022 0.002 0.072 
.す 0.041 0.002 0.152 0.034 0.003 0.192 
遊ぶ 0.068 0.001 0.270 0.057 0.008 0.361 
集う 0.032 0.004 0.191 0.027 0.003 0.097 
地場資源 0.027 0.003 0.123 0.032 0.001 0.085 
資本・情報 0.038 0.005 0.100 0.023 0.007 0.054 
研究・開発 0.047 0.001 0.395 0.024 0.002 0.089 
新規繊能 0.058 0.005 0.283 0.019 0.002 0.072 
流通・物流 0.053 0.002 0.246 0.047 0.001 0.459 
コミュニケー ション 0.052 0.006 0.233 0.032 0.003 0.098 
防災・危後管理 0.115 0.006 0.497 0.113 0.006 0.394 
国土管理 0.080 。004 0.298 0.111 0.007 0.618 
自然環境 0.068 0.007 0.561 0.151 0.007 0.485 












Aグループで、中部縦貫優先のウェイトが一番高い回答 (A)の階層図を図ー 2(a)に、 Bグルー
プで、地域道路優先のウェイトが一番高い回答 (B)の階層図を図ー 2(b)に示す。この 2つの回答
からみると、生活機能については、回答 (B)の重み付けが高い。そのうち、特に 1次活動の「住
むJと「食べる」において、回答 (A)の方が回答 (B)より極端に高くなっていることがわかる。



































O. 0 1 5 
安全・環境機能 安全(防災・危機管理、国土管理)
O. 329 
O. 329 
図 7-2(b) 地域の道路計画を最優先にする
8.まとめ
本研究では、地方部において建設される高速道路が地域に及ぼす効果について、中部縦貫自動車
道をケーススタディとして考察した。
本研究により得られた知見を以下に示す。
( 1 )北陸自動車道沿線地域において観光入込み客数がかなり増加しており、この高速道路は観光
活動に対してかなりの効果が生じている。
(2) 1 C設置状況に関して、人口、観光、工業、商業に関する指標を用いて判別分析を行ったと
ころ判別的中率が 82.9%と高く、この 4指標によって説明できることがわかった。
(3) AHP手法を用い、中部縦貫自動車道建設に関して意識構造分析を行ったところ、中部縦貫自
動車道の建設を最優先にすると答えたグループの人は「研究・開発」や「地域間のコミュニケ
ーシヨン」など文化・産業機能を重視しており、地域の道路整備を最優先すると答えたグル
ープの人は「自然環境」や「文化環境」など安全・環境機能を重視している。
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